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第５３回飽海地区中学校総合体育大会まで１週間となりました。先日、放送委員会の企画でイ

ンタビューがあり、昼の放送で今から４０数年前の地区総体の話をしました。私自身は最後の最

後に力を出し切ることができず、中学校の部活動に悔いを残すことになってしまいました。 

３年生にとっては、最後の大会になるかもしれません。勝つ人がいれば負ける人がいるのが勝

負の世界です。技術はもちろん、心の持ち方、団体種目であればチームの一体感、そして何より

これまでの地道な練習。更に加えて時の運。１週間後、それらを合わせた総合力が一番あるチー

ムが、選手が飽海地区の No1になるのだと思います。 

５月末の報告会の際には少し厳しい話をさせてもらいました。報告会で各部が述べてくれた課

題は明確なものとなり、その克服のために努力を重ねてこれたでしょうか。まだ足りないと思う

チームは、選手は、残り１週間で「これだけは身につけて本番を迎えよう」と心に決めて頑張っ

てください。多くの選手が県大会に進んで欲しいという気持ちはもちろんですが、それ以上に全

てのチーム、選手が「やりきった！」と言える大会にしてくれることを願っています。 

  

Fight！ 六中！！ 

 右上は、３年生の学年協議会の企画で廊下に掲示された地区総体に出場する皆さんの思い、

決意です。合わせて、総体には出場しない皆さんの激励、応援のメッセージも掲示されていま

す。１，２年生の学年協議会でも同様の掲示や、３年生への応援メッセージが掲示される予定

のようです。３年生には中学校での部活動の集大成として後輩に示すべき姿を見せてくれるこ

とを期待します。１，２年生の中にも出場する人がいるでしょう。３年生と１日でも長く部活

動ができるよう力を出し切ってください。１６日（木）は壮行式です。選手の皆さんがどのよ

うな姿で式に臨むか、楽しみにしています。              （裏へ） 



                                                      

自分たちにできることを考え、実行しよう～SDGｓ～ 

「主体的に学ぶ生徒の育成」～第１回校内授業研究会を行いました～ 

３日（金）生徒集会が行われました。学校だよりの NO5

でも紹介しましたが、当日は今年度の生徒会活動の重点活

動の一つに掲げられている「SDGｓへの取り組み」に関す

る講話が行われました。講師は泉小学校長の齋藤太先生。

酒田二中にお勤めになっていた際に、酒田市内の中学校で

最も早く SDGｓの理念を教育活動に取り入れる旗振り役

を務められた先生です。お話の中では、SDGｓの基本的な

理念について前任の広野小学校時代の実践例も取り上げ

ながら、分かりやすくご説明いただきました。 

お話の中で特に印象に残り、共感できたのは以下の内容です。 

〈世界を変えるのは簡単〉：まずは行動してみること。 

やっていないことをやってみる。 

             必要ないと考えることはやめてみる。 

〈行動へのサイクル〉：「知る→考える→話し合う→決める→行動する」を繰り返す 

最後に、六中生徒会（六中生）の行動力、泉小学校の児童との協働等への期待をお話していただ

きました。更に後日、SDGｓに関する書籍を４冊寄贈いただきました。 

 

 

今年度、学校研究のテーマが変わりました。研究主題は「主体的に学ぶ生徒の育成～学ぶ楽

しさを実感できる授業の工夫を通して～」です。これまで本校では毎年研究テーマを変更する

形式が取られてきましたが、年ごとに重点的に取り組む視点を変え、細部の見直しは図りなが

らも、これから３年間をかけて研究主題にある「主体的に学ぶ生徒」をじっくりと育てていき

たいと考えています。 

今年度がその１年目となります。４月より「教科における課題設定や授業展開の工夫」、「協

働的な活動における学習形態のマネジメント」を念頭に授業改善に努力してきました。 

そうした中、８日（水）に行われた第一回の校内授業研究会。８名の先生方から授業を提案し

ていただき、お互いに学び合うことができました。当日は、酒田市教育委員会より市の英語教

育コーディネーターで、元酒田六中校長の土田順一先生をはじめ８名の先生方が来校され、指

導・助言を賜ることができました。また学区三小学校の校長先生方も足を運んでくださり、生

徒の学びの様子をご覧いただきました。ともすると学校（特に中学校）は内に閉じ、組織の中で

教育活動を完結してしまう傾向があると言われます。そうした中、今回のように外の風を浴び、

様々な声をいただける機会は、指導する我々が自らを振り返り、新たな視点・学びを得る貴重

な機会と考えます。学校研究、目指す授業改善の方向性については、後日改めて学校便りでも

取り上げたいと思います。まずは今回得た学び、いただいた指導・助言を受け、日々の授業改善

に努めて参りたいと考えます。 

１６日（木）は学校参観日です。４月に引き続き、保護者の皆様からも授業をご覧いただく貴

重な機会です。お感じになったこと等お寄せいただければと思います。 



 

 


